
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなとみらい２１地区は、横浜市と一般社団法人横浜みなとみらい２１との共同提案により、環境省から

「脱炭素先行地域」に選定され、電力の脱炭素化に加えて、サーキュラーエコノミーの推進に取り組んでい

ます。 

令和７年２月より、地区内で発生する資源の流れを把握し“可視化”する取組に着手しました。参画施設

は当初 13 施設から 30 施設へ拡大し、このたび、取りまとめた結果を公表しました。 

 

 
 

みなとみらい 21 地区では、地区内に投入される資源量と排出される資源量、さらにそのうち循環され

る量を把握し、資源循環の状況を可視化する取組を進めています。この取組は、地区内で発生する資源の

種類、量、流れを把握し、得られたデータに基づき関係者と対話を進めることで、優先的に取り組む分野

の特定や新たな取組の創出を目指すものです。 

 このたび、参画施設から収集したデータを基に、みなとみらい 21 地区における最新の「マテリアルフロ

ー図」を作成しました。この図は、GCP※を参考に、街単位で資源循環を可視化したもので、世界で初めて

の事例になります。 
※GCP（ビジネスのためのグローバル循環プロトコル）：企業の資源利用や循環性（サーキュラリティ）を、国際的に比較可能な形で「測定・管理・

開示」するための世界標準フレームワークです。WBCSD と UNEP が中心となって開発し、2025 年の COP30 で初版公表されました。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

■可視化の正式版から見えてきた特徴 

・排出量が多い種別：①可燃ごみ ②生ごみ ③廃プラスチック 

・サーキュラリティ率：31～67％ ※サーキュラーな資源の投入率と、サーキュラーな資源の排出

率を平均し、全体的な循環性を示した指標 

記 者 発 表 資 料 

みなとみらいで取り組む「地区の資源循環の可視化」を公開 

 ─ 施設数倍増で地区全体の動きを把握へ ─ 

令 和 ８ 年 ３ 月 2 7 日 
横浜市脱炭素・ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ推進局 
循 環 型 社 会 推 進 課 

一般社団法人横浜みなとみらい２１ 

ヨコハマ SDGｓデザインセンター 

１ 資源循環の可視化の公表 

みなとみらい 

サーキュラーエコノミーHP 

裏面あり 



 

 
 

 

 

 

 本取組に協力いただいている 30 施設は、オフィスビル、商業施設、ホテル、文化施設など、幅広い業態

にわたっています。参画施設は、取組開始時の 13 施設から 30 施設 に拡大し、多様な業態の施設が参

加したことにより、地区の実態がより正確に反映され、データの信頼性が向上しています。 

 

横浜赤レンガ倉庫 MARINE ＆WALK YOKOHAMA よこはまコスモワールド 

アニヴェルセル みなとみらい横浜 パシフィコ横浜 
ヨコハマ グランド  

インターコンチネンタル ホテル 

横浜みなと博物館 
クイーンズスクエア横浜 

タワーB・タワーC 
みなとみらい東急スクエア 

横浜ベイホテル東急 横浜ランドマークタワー 横浜銀行本店ビル 

みなとみらい２１熱供給センター 

プラント 
みなとみらい２１・クリーンセンター みなとみらいビジネススクエア 

MM パークビル MARK IS みなとみらい 横浜美術館 

みなとみらいグランドセントラル 

タワー 
神奈川大学みなとみらいキャンパス 

MUFG グローバルラーニング 

センター 

横浜アイマークプレイス 横浜野村ビル 横浜グランゲート 

京急グループ本社 
資生堂グローバルイノベーション 

センター 
横濱ゲートタワー 

富士フイルムビジネスイノベーション 

横浜みなとみらい事業所 
スカイビル 横浜ポルタ 

 

 

 

 

2050 年カーボンニュートラルに向けて、「地域脱炭素ロードマップ」に基づき環境省が公募する地域

で、2030 年度までに「民生部門（家庭部門及び業務その他部門）の電力消費に伴う CO２排出の実質ゼ

ロ」などの要件を地域特性に応じて実現する地域です。 

4５の参画施設・事業者や脱炭素先行地域における取組はこちらをご覧ください 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/ondanka/etc/senkouchiiki.html 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

（取組全般に関すること） 横浜市脱炭素・ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ推進局 

循環型社会推進課長 
松下 功  Tel 045-671-2636 

（MM２１地区のまちづくりに関すること） （一社）横浜みなとみらい２１ 企画調整担当部長 樋口 和之 Tel 045-682-4404 

（ヨコハマ SDGｓデザインセンターに 

関する事） 

ヨコハマ SDGs デザインセンター コーディネーター 

（ハーチ株式会社 代表取締役） 

加藤 佑  Tel 050-3749-7415 

 

２ 可視化参画施設の紹介 

（参考）脱炭素先行地域とは 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/ondanka/etc/senkouchiiki.html

